
  大切な命が不慮の事故で失われています。
　子どもの死因のうち、不慮の事故が大きな比率を占めて
います。大人が、子どもの目線に立って環境を整えること
で、事故を防ぐことができます。

 知っていますか？子どもの視野。
　子どもの視野は、大人の約半分しかありません。この差
が危険を察知する差になり、事故につながるおそれがあり
ます。室内でも、段差によるつまずきなど、思わぬ事故が
起こっています。子どもの目線で危険箇所をチェックし、
安全対策を行いましょう。

　「北九州市立子育てふれあい交流プラザ」（元気のもり）
に、家庭内での事故を防ぐ方法を学ぶことのできるモデル
ルーム「セーフキッズ」を設置しています。祖父母世代の
訪問も大歓迎です。ぜひ一度お越しください。 
ＴＥＬ　０９３－５２２－４１５０

（Ｐ１６参照）　http://www.kosodate-fureai.jp/

３   孫を預かるときに
  気をつけること
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